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論文内容の要旨
本論文は含クロム高耐食電気亜鉛めっきについての基礎ならびに工業的研究をまとめたものであっ
て，緒言，本文 6 章，総括よりなっている。
緒言では，従来の研究結果をのべるとともに，本研究の意義と目的を明確にしている。
第 l 章では，硫酸亜鉛めっきにおけるめっき層の性状とめっき条件について研究したものであり，硫
酸亜鉛めっき浴に，微量の 6 価クロムを添加すると，めっき層の耐食性が著しく向上することをのべ
るとともに， 6 価クロムの添加量むよび，めっき時の電解条件が，めっき層の諸特性にどのように影
響するかを明らかにしたと，のべている。
第 2 章は，クロムを含有する亜鉛めっき層中のクロム状態について研究したもので，このめっき層
中には，微量の水和クロム酸化物が微細に分散して共析していることを明らかにしている。
第 3 章は， 6 価クロムを添加した硫酸亜鉛めっき浴を用いて亜鉛電析を行なうときの陰極反応とそ
のめっき層の耐食挙動を電気化学的に研究した結果であって，陰極反応に関しては，定電位電解法に
よる陰極電流の時間的変化の測定を行ない，亜鉛めっき層中に水和クロム酸化物が共析する機構を明
らかにしている。すなわち，めっき時には先づ 3 価クロムの水酸化物皮膜が陰極表面上に化成され，
さらにこの皮膜の高分子化が達成される段階で 3 価クロムの 2 価クロムへの還元反応が起こり，この
とき皮膜が破壊されるので，そこに亜鉛の析出が始まり水和クロム酸化物を微細に含有する亜鉛めっ
き層ができると説明している。またこの亜鉛めっき層の耐食挙動に関しては，めっき層の食塩水中に
おける陰陽分極曲線の測定を行なって解析している。その結果，このめっき層の陽分極の度合は大き
く，これはめっき層が腐食液中で溶解し難いことを示すものであり，その原因は，めっき層中に微細
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に分散して存在する水和クロム酸化物もり溶出される 3 価クロムが腐食抑制皮膜を形成するからであ
るとのべている。
第4 章および第 5 章は， 6 価クロムを添加した硫酸亜鉛めっき浴による亜鉛めっき鋼板について，
めっき後の化成皮膜処理台よび塗装の実験を行なった結果であって，耐食性能ならびに塗装膜密着性
能のすぐれていることを明らかにしている。
第 6 章は， 6 価クロムを添加した硫酸亜鉛めっき浴による亜鉛めっきの工業化試験の結果であって，
連続めっきにおける操業上の重要管理事項を明らかにするとともに試作品の品質確認試験を行なった
結果を記述している。
総括は，以上の結果をまとめたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は工業的に需要の多い電気亜鉛めっきについて電気化学的な立場から研究したものであり，
高耐食含クロム電気亜鉛めっきを開発し，含有クロムの性状を解明するとともに，定電位電解法によ
る陰極電流の時間的変化の測定より水和クロム酸化物を微細に含有する亜鉛めっき層の生成機構を詳
細に研究している。また耐食挙動についても食塩水中における陰陽分極曲線の測定より明確な説明を
与えている。まためっき後の事後処理についても研究し，一連の連続めっき設備を工業化した。これ
らの基礎ならびに応用研究は，金属工学ならびに工業に寄与するところが大きい。よって博士論文と
して価値あるものと認める。
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